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第１回網走市大空町定住自立圏共生ビジョン懇談会議事録 

 

１．日時    平成２３年６月７日（火） １８：３０～２０：１５ 

２．会場    エコーセンター２０００ ３階 視聴覚室 

３．出席者   田中委員（座長）、松井委員（副座長）、藤永委員、服部委員、

和田委員、菅野委員、尾崎委員、河西委員、小林委員、佐々

木委員、渡辺委員、中山委員、深川委員、我妻委員、小村委

員、加藤委員、河原委員 

４．事務局   網走市：嶋田企画総務部参事、日野主事 

大空町：山本総務課参事、福原主査 

 

開開開開    会会会会    

    

【事務局】皆さんこんばんは。本日は、お忙しいところお集まりいただきまし

て、ありがとうございます。 

定刻前ですが皆さんお揃いになりましたので、これより「第１回網走市大空町

定住自立圏共生ビジョン懇談会」を開催いたします。 

 

１１１１．．．．委嘱状委嘱状委嘱状委嘱状のののの交付交付交付交付    

（副市長から委嘱状交付） 

 

２２２２．．．．副市長挨拶副市長挨拶副市長挨拶副市長挨拶    

 

【副市長】改めまして、お晩でございます。ご紹介いただきました副市長の大

澤でございます。 

水谷市長が出張しておりまして出席できませんので、代わりまして私の方か

ら一言ご挨拶申し上げます。 

本日は、第１回目の網走市大空町定住自立圏共生ビジョン懇談会の開催にあ

たりまして、皆様方には大変お忙しい中にもかかわらず、ご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

また、皆様には日頃より、それぞれのお立場で地域振興等にご尽力を頂いて

おりますことに厚くお礼申し上げたいと思います。 

ただ今、皆様に委嘱状をお渡しさせていただきましたけれども、設置にあた

りましては、関係団体から１６名の皆様に、また、公募委員として２名の方に

ご就任をいただきました。公私共にお忙しい方ばかりで大変恐縮に思っている

ところでございますけれども、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

さて、地方は今、人口減少、地域経済の低迷、少子高齢化など、様々な課題
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に直面しております。また、公共サービスに対する住民ニーズは高度化・多様

化しておりまして、これからは、様々な主体との連携・協力のもとに、自立し

た持続可能な地方分権型社会の構築が求められているところでございます。 

このような中、安心して暮らせる地域を形成し、定住のための暮らしに必要

な諸機能を、総体として確保していく「定住自立圏構想」に取り組むことは、

網走市と大空町の発展に大きく寄与するものと考えまして、本年３月にそれぞ

れの議会で議決を経まして、定住自立圏形成協定を締結したところでございま

す。 

今後は、本協定に基づき、圏域の将来像や、両市町が連携・協力する具体的

取組を記載する定住自立圏共生ビジョンを策定することといたしておりますが、

策定にあたりましては、委員の皆様からのご意見等を、幅広く反映させていき

たいというふうに考えてございます。 

委員の皆様におかれましては、それぞれのお立場や視点から、様々なご意見

等をいただきたいと考えておりますので、今後ともなお一層のご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

３３３３．．．．委員紹介委員紹介委員紹介委員紹介    

（事務局から各委員紹介） 

 

４４４４．．．．座長及座長及座長及座長及びびびび副座長副座長副座長副座長のののの選出選出選出選出    

 

【事務局】それでは、これより次第４の座長及び副座長の選出に入らせていた

だきます。 

お手元にお配りしております資料１「網走市大空町定住自立圏共生ビジョン

懇談会設置要綱」をご覧ください。「要綱」第６条の規定によりまして、議長は

座長が当ることとしております。 

本懇談会は、まだ、座長及び副座長が選任されておりませんので、座長が選出

されるまでの間、副市長が議長をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 

【副市長】それでは、座長さんが選出されるまでの間、私が議長を務めさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、座長の選出につきまして、お諮りをいたします。 

懇談会設置要綱第５条の規定により、座長は委員の互選により定めることとし

ております。どのように執り進めればよろしいのか、ご意見を伺いたいと存じ

ます。 
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【委 員】本日はここに 18人の方が各分野から来られているわけでございます

けれど、どなたが良いか私の方もわかりかねますので、事務局の方でどなたが

良いかご提案いただければと思いますが。 

 

【副市長】委員から事務局からご提案いただければという意見がありましたが、

そのような形で進めてよろしいでしょうか。 

（（（（異議異議異議異議なしなしなしなし）））） 

異議なしの声がありましたので、それでは、事務局から提案をお願いします。 

 

【事務局】事務局より、座長選出の案を提案させていただきます。 

座長に、東京農業大学 生物産業学部の田中委員を推薦させていただきます。 

 

【副市長】ただ今、事務局から田中委員を座長にとの提案がありました。この

扱いでよろしいでしょうか。 

（（（（異議異議異議異議なしなしなしなし））））    

それでは、座長に田中委員ということですので、賛成の方、拍手でお願いい

たします。 

（（（（拍手拍手拍手拍手））））    

ありがとうございます。 

それでは、田中委員に座長をお願いすることといたします。 

田中委員こちらの座長席に移動願います。 

 

【事務局】それでは、田中座長に一言ご就任のご挨拶をいただきたいと存じま

す。 

    

【座 長】東京農業大学の田中と申します。よろしくお願いいたします。 

私が適任かどうか自分自身わかりませんけれども、とにかくご指名というこ

とでありますので、精一杯務めさせていただきたいと思います。そのためにも、

皆様方のお力を是非賜りたいとこのように思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

先程も副市長からご挨拶ありましたように、都市機能の変化というのは、今

日言われるようになって、東京でも住宅あたりでは夜間部ですけれども、かな

り都市の過疎化というのが起こってきている。伴いまして、やはり生活基盤と

いうのが、むしろ公共のサービス等々が、もう一度再編されなければならない

ような状況になっております。 

これは地方だからだとか、首都東京だからだとかなくして、全国共通の問題
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ということに段々なってきておると思います。 

出来ましたら我々知恵を絞って、全国に模範になるような、大きな事を言うよ

うですけれど、そういうビジョンを皆さんのお力で作って行きたいとこのよう

に願っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局】ありがとうございました。この後の進行は、田中座長にお願いいた

します。なお、副市長においては、所用がございますので、この場で退席させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

【座 長】それでは、これより議案を進行させていただきます。 

最初に懇談会設置要綱の定めによりまして、私が議長を務めさせていただき

ますけれども、副座長の選出に入りたいと思います。 

副座長の選出ですけれども、懇談会設置要綱を見ますと第５条の規定によっ

て、副座長は座長が指名することとしておりますので、私から指名させていた

だきたいと思います。 

副座長には、網走市社会教育委員の松井委員にお願いしたいと存じます。よ

ろしくお願いいたします。 

（（（（拍手拍手拍手拍手））））    

 

【座 長】それでは、本日の議題に入りたいと思います。 

ただ皆様、大変お忙しい方々ばかりで、効率的な議事を進めて行きたいと、

このように考えております。予定としては出来れば８時位を目途に進めて行き

たいと思います。 

本日の予定は４項目でございます。 

 

５５５５（（（（１１１１））））定住自立圏構想定住自立圏構想定住自立圏構想定住自立圏構想のののの趣旨説明趣旨説明趣旨説明趣旨説明についてについてについてについて    

 

【座 長】まず今日は第１回目の懇談会ということで、基本的な部分について、

事務局の方からご説明いただけると伺っております。 

議事１号の定住自立圏構想の趣旨説明についてでございます。事務局から説明

をお願いいたします。 

 

【事務局】定住自立圏構想の趣旨について、ご説明いたします。 

定住自立圏構想の基本的な考え方ですが、人口減少、少子高齢化が進行する

中、地方の生活基盤は衰退し、このままでは、単独の市町村だけでフルセット

の行政サービスを提供することは困難になってくることが懸念されます。 

このため、住民の生活環境が密接に関係している地域を一つの圏域と捉え、



5 

 

定住のために必要な生活機能である医療、福祉、教育、公共交通などを単体の

市町村ではなく、圏域全体で確保するとともに、自立のための経済基盤や地域

の誇りを培い、全体として魅力あふれる圏域を形成していく構想でありまして、

総務省が推進している施策であります。 

次に、定住自立圏についてですが、お配りしています資料２定住自立圏構想

推進要綱の概要をご覧ください。 

定住自立圏は、中心市と周辺市町村が、自らの意思で１対１の協定を締結す

ることを積み重ねて、形成される圏域でありまして、圏域ごとに集約とネット

ワークの考え方に基づき、中心市と周辺市町村が連携・協力することにより、

圏域全体の活性化を図ることを目的とするものであります。 

中心市になる要件は、人口が４万人を超えていて、昼夜間人口比率が１以上

の都市となっており、生活に必要な都市機能に一定の集積があり、周辺市町村

に都市機能が及んでいる都市であります。 

中心市の要件を満たしている都市は、道内では１３市、網走管内は当市のみ

となっています。 

資料の①中心市宣言ですが、当市は、昨年９月の議会において、中心市宣言

を行いました。 

一方、周辺市町村についてでありますが、周辺市町村は、中心市と近接し、

経済、社会、文化や住民生活等に密接な関係にある市町村とされており、中心

市への通勤通学割合が１０％以上であることも、考慮することとなっています。 

大空町から網走市への通勤通学者割合は１６％となっています。 

次に、資料の②定住自立圏形成協定についてですが、中心市と周辺市町村が、

定住人口のために必要な生活機能の確保に向けて、連携する具体的事項を規定

した協定を締結するものであります。 

協定の締結、変更、廃止については、議会の議決を経ることとされているこ

とから、今年３月の両市町の議会において、それぞれ議決をいただき、３月２

３日に網走市と大空町の間で、定住自立圏形成協定を締結しました。その写し

を、資料３としてお配りしていますので、ご覧ください。 

協定書の１ページに、目的、基本方針、連携する取組と役割分担、費用負担

などについて、規定しています。 

３ページから８ページにかけて、３つの政策分野ごとに取組内容と役割が記

載されています。 

生活機能の強化に係る政策分野では、医療、広域観光、教育、環境、防災、

福祉、産業振興の７分野、結びつきやネットワークの強化に係る政策分野では、

地域公共交通、地域内外の住民との交流・移住促進の２分野、圏域マネジメン

ト能力の強化に係る政策分野では、人材の育成、圏域内市町の職員等の交流の

２分野で、合計１１の分野にわたり取組と役割が記載されています。 
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最後に、定住自立圏を形成することによりますメリットについてであります

が、まず財政措置があります。包括的財政措置として、中心市には年間４００

０万円、周辺市町村には年間１０００万円を上限として、特別交付税が措置さ

れます。 

そのほか、今後、国が推進する各種事業の採択の際に、事業によっては、優

先的に採択されるなどの優遇措置があります。 

以上で、説明を終わります。 

 

【座 長】ありがとうございました。 

ただ今、定住自立圏構想の趣旨、一般的な定住自立圏構想の概要についてご説

明いただきました訳ですけれども、委員の皆さんから特に確認しておきたいこ

となど、質問したいことなどありましたらお願いいたします。 

 

【委 員】今回の定住自立圏の形成ということですが、網走市と大空町の１市

１町で協定されたのですが、斜網地区という、ある意味の一つのクローズド的

な地域として、この地域は、特に医療に関しては、運営されているのですけど

も、この定住自立圏の協定に関しては、他の町村の参加具合については、見通

しはどうなのでしょうか？ 

 

【座 長】基本的には、大空町と網走市で一応協定を結んで、共生ビジョンを

作っていくということになっていますけども、おそらく広域圏という観点から

言うと、もう少し圏域が広がっていく、これは将来的にですね。いわゆる資料

にも書いてあると思うのですけども、定住自立圏同士の連携も今後期待すると

いうことで、やっぱりもう少し広げていくということで、現時点では大空町と

網走市ということになろうかと。良いことですから、どんどん広げていくのは

良いのですけれども、それぞれの自治体なので、事情があったりすり合わせを

することも当然今後、必要となってくるのではないかと思いますけれども。 

他に如何でしょうか？ 

今、北海道内では、約５つの市がビジョンを既に作成しているという状況で

あります。従ってもっとこれからはどんどん増えていくのではないかと思って

おりますけれども、この状況の中で、更に定住圏同士の連携ということが進む

ことを私は個人的には期待していると思います。 

他にございませんでしょうか？中々最初ですから、概念とか初めて聞く概念も

あるでしょうから遠慮なくどうぞ。 

 

【委 員】この構想自体を私まだ理解できていないのですけれど、例えばライ

フラインとか医療だとわかりやすいですよね。市民生活とか。産業だとかにな
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るとわかりにくいという感がございます。今大空町と網走市ですけれども、こ

れは、今やるのは補助金を貰うためにやるのか。それとも将来的なビジョンを、

更に将来もっと大きな範囲だとかを捉えて、準備として、地域の生き残り戦略

の取っ掛かりになるよという意識で考えるのか。その辺の大空町と網走市とし

て、どういう考え方でやろうとしているのかということをお聞きしたいと思い

ますけれども。 

 

【座 長】非常に重要な観点かと思います。つまり政府から、国からお金が出

るからということで、これを作るのかということですけれども、逆に国はこう

いった地方、中央を問わず地域の変容というものに対して自質化が伴う対応が

必要だということで、とにかく国の方から主体的に、いわゆる地方の主体性を、

そのために必要なお金があれば出しますからという、私はそういうふうに理解

しているのですけれども。従ってそうであるならば、今、委員がおっしゃった

ような、ビジョンですか、我々が独自で、今後どういう地域づくり、まちづく

り、これを進めて行くかという主体性が、この委員会にも問われるのではない

のかなというふうに考えておりますけれどもね。中々その分野分野によって産

業分野ではわかりにくい部分もあろうかと思うのですけれどもね。 

 

【委 員】委員の皆さん、そうだと思うのですけれども、網走市としてどう位

置付けているのか、大空町としてどう位置付けているのか、だから、今、少な

くても担当の方がどう位置付けているのかということをお聞きしたい。 

 

【事務局】これから自治体が単独では、中々全ての都市機能とか生活基盤を確

保して行くことは難しいということが、まずあります。それで周辺の自治体と

一緒になって一つの圏域を作っていく中での住民サービスをしていこうとい

うのがありまして、とりあえず今、両市町で取り組んでいる中で連携が取れて、

連携ができることが想定できるようなものを、まず協定の中でうたっているの

ですけれども、そこから始めて行って、徐々にそういった連携できる取り組み

を増やしていこうというようなところで、まだ今、スタート台に立ったばかり

というところなものですから、中々突っ込んだ議論は、まだ出来ていないので

すけれども。 

 

【委 員】わかりました。私の希望というか、実は今、津別町農協と西網走漁

協とうちの漁協で、網走川流域における農業と漁業の持続的発展に向けての共

同宣言というのを去年やったのですね。農業も極端な話、土を結構ないがしろ

にした農業をやってきたと。だけども実は土が大事だということがわかってき

た。土を大事にする農業をやると流域環境に優しい。それは漁業にも良い。そ



8 

 

れは両方に良いのだよねと、一緒に持続した産業として生き残れるよねという

思想なのですよね。それは非常に私たち自分たちでは、持続させて、環境を地

域の生き残り戦略だと、私たちは考えているのですけれども、そういうような

生き残り戦略っていうのをちょっと入れたものにしていただければありがた

いなという希望ですね。 

 

【座 長】ありがとうございます。非常に重要な観点だと思います。私はこの

懇談会で重要なのは、そういった点だと思うのですよね。よその市、まちで似

通ったものであっては、僕はならないというふうには思っているのですよね。

本当に委員の皆様も、そういった主体的なご意見をビジョンに盛り込んで行か

ないと、お集まりしていただいた意味がないとまでは言いませんけど、是非そ

こら辺りは、よろしくお願いしたいと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

他にいかがでしょうか。時間の関係で、そういったことを言ったら怒られます

けれども、いくつか議案がございますので、あとなるべく早く進めて行って、

質問等も議論の時間をちょっと作りたいと思いますので、先に進ませていただ

きたいと思います。 

 

５５５５（（（（２２２２））））網走市大空町定住自立圏共生網走市大空町定住自立圏共生網走市大空町定住自立圏共生網走市大空町定住自立圏共生ビジョンビジョンビジョンビジョン及及及及びびびび懇談会懇談会懇談会懇談会のののの趣旨説明趣旨説明趣旨説明趣旨説明についてについてについてについて    

 

【座 長】それでは、第 2 番目の議事２号の網走市大空町定住自立圏共生ビジ

ョン及び懇談会の趣旨説明についてでございます。事務局の方から説明願いま

す。 

 

【事務局】網走市大空町定住自立圏共生ビジョン及び懇談会について、ご説明

いたします。 

はじめに、定住自立圏共生ビジョンについてですけれども、定住自立圏共生

ビジョンは、先ほどご説明いたしました定住自立圏形成協定に基づいて、協定

により形成された圏域全体を対象として、圏域の将来像や、おおむね５年間の

両市町が連携する具体的取組を記載する事業計画であります。 

お配りしています資料４網走市大空町定住自立圏共生ビジョン素案をご覧く

ださい。表紙をめくっていただくと、目次があります。 

共生ビジョンは、第１章から第５章までの構成となっています。 

１ページの第１章には、定住自立圏共生ビジョンの策定にあたってという見

出しで、１つ目にこれまでの取組を記載しています。 

２つ目には、定住自立圏の名称及び構成市町として、名称は、網走市大空町

定住自立圏、構成市町は、網走市と大空町であることを記載しています。 
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２ページをご覧ください。３目的として、共生ビジョンは、協定に基づき、

両市町が連携して推進する取組について、内容やスケジュール、事業費見込み

等の具体的内容を記載する旨を記載しています。 

４計画期間は、平成２３年度から平成２７年度までの５年間で、毎年度所要

の見直しを行うことを記載しています。 

第２章の定住自立圏に係る圏域の概況と現状については、１圏域の概況で両市

町の概況を紹介しています。 

４ページからは、２圏域の現況として、人口・世帯の推移、年齢別人口の推

移、５ページに産業別就業人口の推移、６ページに事業所の推移、７ページに

工業の推移、８ページに商業の推移、９ページに漁獲量及び生産額の推移につ

いて、両市町の統計数値をそれぞれ記載しています。 

１０ページをご覧ください。 

第３章の圏域の将来像については、最後の段落になりますが、「そのため」の

ところで、「本圏域を構成する両市町は、圏域住民が日常生活圏を共有している

ことを踏まえ、お互いの独自性を尊重するとともに、相互に役割を分担し連携

を図りながら、定住に必要な都市機能や圏域住民が真に必要な生活機能の確保、

充実を図るとともに地域活性化に努め、安心して暮らし続けられる圏域」とし

ています。 

１１ページをご覧ください。 

第４章の「定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組」についてです

が、１取組体系は、政策分野、協定分野、協定事項、具体的取組で構成してい

ます。 

政策分野、協定分野、協定事項については、協定書に定められている内容に

なります。 

具体的取組は、１の地域センター病院・地域基幹病院支援事業から２１の圏

域職員合同研修事業まで、現在、両市町において独自あるいは連携して、既に

取り組んでいる事業を集約して、体系化したものが、２１本の具体的事業にな

ります。 

さらに、２１本の具体的事業に、両市町が実施している個別事業がぶらさが

る形になります。 

本日は、この具体的事業と個別事業の調書をお示しできませんでしたが、次

回の懇談会の開催案内時に、事前送付させていただきたいと考えておりますの

で、ご了承ください。 

以上が、共生ビジョン素案の大まかな内容となっています。 

続きまして、懇談会の役割等について、ご説明いたします。 

お配りしております資料１網走市大空町定住自立圏共生ビジョン懇談会設置

要綱をご覧ください。 
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第１条に懇談会を設置する目的が記載されていますが、「網走市大空町定住自

立圏共生ビジョンの策定に関して、関係者の意見を幅広く反映させるため」と

あります。 

また、第２条の所掌事項には、「懇談会は、ビジョンの策定又は変更に関するこ

とについて協議する。」とあります。 

先ほどご説明いたしました共生ビジョン素案は、あくまでも叩き台ですので、

この叩き台をもとに、委員の皆さんのご意見をいただきながら、反映できるも

のは共生ビジョンに盛り込み、修正を加えながら、素案から案を策定してまい

りたいと考えています。 

また、委員の皆さんの任期は平成２４年度までとなっています。共生ビジョン

は、毎年度所要の見直しを行うこととしていますので、来年度も見直しに関し

て、ご意見をいただく機会がありますので、よろしくお願いいたします。 

以上で、事務局の説明を終わります。 

 

【座 長】ただ今の説明で、特に伺いたいところ若しくは確認したいなどござ

いましたら、どうぞ委員の皆さん遠慮なく。 

こちらの共生ビジョンの素案というのが出されておりますけれども、ご覧の

とおりこれからここに我々の議論を踏まえたうえで、肉付けをしていくことに

なっております。本来こういう形っていうのがあるのかどうかと、私の個人的

な範疇では「ちょっとな」とあるのですけれども、先程も説明ありましたけれ

ども、この懇談会３回という予定でおりますので、限られた回数・時間の中で、

集中的に進めていくためにも、叩き台というのがあれば、皆さんのご意見が出

やすいのではというふうに考えております。 

如何でしょうか？何か確認・質問ありましたら遠慮なく。 

 

【委 員】共生ビジョンの素案それから、今日の委員会名簿を見ても、農業団

体、農業に関することがちょっと抜けているのではないのかなと。先程、産業

ですね、いろいろ広域的な連携ということで、水産業でいうと９ページに漁獲

量の推移等が載っているのですけれども、農業の事業が欠落しているし、委員

さんもちょっと居ないので、どうなっているのかなと思いますが。 

 

【事務局】協定書に掲載している取り組みについては、両市町が取り組んでい

る事業の中で既に連携している事業のほか、今時点で連携が想定される事業を

抽出したものであります。 

農業の生産の部分に関しましては、それぞれの自治体の中で完結しておりまし

て、今時点での連携が想定される事業がないと、自治体の方でやっている事業

の中では、ないという判断から、協定には掲載しませんでした。 
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ただ、加工品や販路拡大の部分につきましては、産業振興分野の方で、圏域

経済の活性化と雇用の創出という部分で、その辺は網羅される形になります。 

以上です。 

 

【委 員】やっぱり産業という捉まえ方をすると、どうも水産業だけでは片手

落ちな感じが否めないのですよね。やっぱり各々自治体毎で完結されていると

いうことですけれども、当然やっぱりお互いの産物の良い面、悪い面を補完し

合うとか、当然そういう流域一体の取り組みというのも、先程、津別農協と網

走漁協、うちの組合ということで、やっている経緯もあることですから、ゆく

ゆくは流域で大空町も美幌町もという考え方を持っているのですよ。この足が

かりというか、土台づくりステップづくりの部分でも産業ということをひと括

りで、ちょっと考えてもらえればなと。今後そういう意見があって反映できる

のかどうか？ 

 

【事務局】とりあえず今年度につきましては、初年度ということで、それぞれ

の自治体で取り組んでいるものを集約する形でこの協定書を策定した経過があ

ります。今後、懇談会の議論もありますし、これからのビジョンを策定してい

く中で、来年度に向けてそういった農業も含めたいというようなこともあれば、

そういったことも両市町の間で協議しながら盛り込んでいくということは可能

です。ただこの協定書は、網走市と大空町のそれぞれの議会の議決を頂いて、

この協定を結んでいる関係で、この協定書に書かれていない取り組み項目を追

加するといった変更がある場合は、また再度、議会の方にお諮りをして、議決

を経た中で、また共生ビジョンに反映させていくというような手続きを踏む形

になります。そういったことで今年度は、協定書を結んだばかりで初めてのビ

ジョンを策定するといったことがありますので、今年度の事業については、こ

の農業が抜けてしまう形でのスタートにはなるのですけれども、そういったこ

とでご了承いただきたいと思います。 

 

【委 員】事務局おっしゃたのは、自治体の具体的取組事業を増やすときには、

そうだということですよね。 

いや、ただこのビジョンの資料とか、この地域がどういう地域であるとかとい

うことを書く分には問題ない訳ですよね。 

その中でいくと、やっぱり産業としてのデータとして、農業生産が凄く大きい

よと。一説によると、北海道の食料自給率が２００％、この辺１０００％じゃ

ないかというのを聞いたことがあるのですよ。だから日本の中でも特異的に食

料を作っている地域なのですね。それがベースになって地域の経済が回ってい

ると、そのうえに市民生活があるよということを、きちっとこの中で把握して
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おくべきじゃないのかなと思うんですよね。そのためにはやっぱりデータとし

て、農業生産も挙げていただいた方がわかりやすいかなというふうに感じます。

政策だとか、事業としては直接出てこないとは思いますけどね。 

 

【事務局】当初、農業も載せるような形で、素案づくりを進めていたんですけ

れども、網走ではデータを取っているのですけれども、大空町の方のデータを

集計していないということがあったものですから、今回、ビジョンの方にデー

タを載せるのは見送った経過があります。 

網走の部分だけ載せるというのは可能なのですけれども、またそうなると釣り

合いがちょっととれないかなということで、今回ちょっと見送らせていただい

たのですけれども。 

 

【座 長】もし概況だけということであれば、農業も可能かなと思うのですけ

れども。大空町がそれを取ってないというのはちょっと私も違和感がしたので

すけれども。例えばいわゆる農業の分野は、この地域は既に連携で具体的に進

んでいるということも私はあると思うので、いわゆるJAオホーツク農協とかね、

いわゆる合併ということもありましたし。だから農協の方できちっとした全て

の農業データを出してくるということが必要になってくるというのかなと思い

ますけど。ただ、今事務局の説明を聞いていますと、確かに協定書には、これ

は山下町長さんと水谷市長さんとの協定で、これは間違いなく協定の中身が議

会で承認されたということだろうと思うのですけども。これには確かに載って

いないということで、議会を無視してまでやれるということでもないのかなと

いうこともあろうかなと思いますけど。ただ必要なことがあれば、もう一回協

定の中に、それを手続きとしてちょっとやっかいな話だなと思うのですけれど

も、農業という分野も入れるということが必要なのかなと思いますけれども。 

ちょこっとこのビジョンの中で「事業事例としてやっています」みたいなこと

は出来ないのでしょうかね？ 

 

【事務局】委員さんがおっしゃっている、網走川流域の土づくりとかいったよ

うな事業については、環境の河川の部分がありますので、その中で農業団体も

含めた取り組みといったようなことを、民間レベルの事業で取り入れるという

ことは可能だと思いますが。 

 

【委 員】さっき言っていたのは津別だけですから、これには載ってこない話

だと思いますけれど、東藻琴だとか土砂流出だとかひどかったんですけれども、

農協さんの堆肥場の苗を使ったら流れなくなったと農家さんが言っていた。網

走市内でも一生懸命やっている農家さんいっぱいいらしゃいますので、農協さ
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んも一生懸命やっていらっしゃる。そういう中で横に繋がってくる部分が出て

きますよね。事務局がおっしゃったようにそんなようなところで載せていただ

ければなぁと。それと多分議会に問題があるのは、この第４章に載っけると問

題なのですよね。第４章以外は関係ないですよね。 

 

【事務局】はい。そうです。圏域の概況の紹介とか、そういったところで農業

のデータを載せるのは全然問題ないです。 

 

【座 長】概況の部分で、触れるというのはやったほうが良いかなと思います。

確かに民間のレベルで流域の連携とかね、そういった部分もどんどん進んでい

っておりますし、林業の方では、森林認証の制度も進んでいっておりますし、

それらの民間レベルで進んでいるというところを、ちょっと何らかの形で触れ

るというのは必要になってくるのではと思います。 

 

【委 員】私はしつこく言っているのは、やっぱり漁業と農業も実は繋がって

いるよ。環境と漁業、環境と農業も実は繋がる。だから市民生活とも繋がって

いるのですね。実は有機物循環で、市民生活と農業は繋がったりするのですよ

ね。環境も繋がっているのです、全部繋がっているのです。だから特にこの辺

は農業が大きい、漁業もある程度大きい、それが地域経済のベースになってそ

れで成り立っているよ、そういう構図をきちっと見ないと持続的発展とか地域

の生き残りをかけたことが、それが必要でないかと思うので言っているのです。

そういうことでお願いしたいと思います。 

 

【座 長】全くそのとおりだと私も思っていますけども。その点もう少し考慮

していくということでよろしくお願いいたします。 

それでは、それ以外にご質問等あれば。 

 

５５５５（（（（３３３３））））各分野各分野各分野各分野におけるにおけるにおけるにおける現状現状現状現状とととと課題等課題等課題等課題等についてについてについてについて    

 

【座 長】それでは後でまだ質問等も設けたいと思いますので、次の議事の３

号に移ります。 

各分野の現状と課題各分野における現状と課題等についてでございます。 

委員の皆さんは、協定書に掲載されている各分野の関係者の方々でいらっし

ゃいますので、それぞれのお立場から、今、各委員などから出ましたような、

網走市と大空町の取り組みなどで課題となっていることや、今後両市町の連携

が必要と考えておられる項目などについて、恐縮ですけれどもお一人ずつご意

見をいただきたいと、このように考えております。 
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時間の関係もございますので、お一人様３分以内でお願いしたいと思います。 

それでは、各委員から順番にお話いただければと思います。 

 

【委 員】救急医療というお話になりますので、網走市と大空町だけの話だけ

でなくて、斜網地区としてお話させていただきたいのですが、皆さんご存知の

とおり、道内、全国的に救急医療の崩壊ということで病院の閉鎖、あるいは診

療科の閉鎖、医師引き上げなどが、盛んに行われてきております。この斜網地

区も全く例外的ではなくて、実際的には各病院の中では、たくさんいろんな問

題が起きてきておりました。それで５年位前から医師会としていろんな働きか

けを住民の方に、行政にやるということでずっとやってきまして、一昨年に初

めて救急医療フォーラムというのを、ここエコーセンターでやったのですが、

去年もやりました。その中で、今年の２月に網走市町内会連合会研修会という

ところに私が招かれて網走市内２２町内会長さん、それから役員さんがまとめ

た中で、もう一回網走市の救急医療の状況を話して欲しいということでお話し

たところ、会長さんはじめ多くの人から、全く網走市にそういう救急医療の問

題が実際に起きていること自体全く知らなかった。本当に教えてくれて助かっ

た。自分たちは本当に反省しているという言葉をたくさん頂いたのですね。 

ちょっと長くなって申し訳ないのですけれども、それで、北見日赤とか紋別と

かが潰れていったのも、問題は、病院の中では何年もずっと抱えていた問題だ

ったのです。斜里も同じだったのです。それがある日、病院の中で処理仕切れ

なくて表に出したとたん、診療科閉鎖。それまで数年間ずっと問題だったわけ

で、厚生病院も同じような問題があったために、対岸の火事ではないですけれ

ども、それを見てこれは早く市民の人に話した方が良いと思って、ここ２・３

年ずっと活動してきたんですね。そういうことでこの救急医療を保って行くに

は、市民と行政と病院が一体とならないと保っていけないということを、是非

ともご理解いただきたいと思いまして。それでもう一つは、一次救急というの

は各自治体が責任を持つということになっているのですね。二次救急は広い範

囲にあるので、いくつかの自治体が共同で二次救急の責任を持つということに

なっております、行政的に。ところが、この斜網地区は、一次救急はそれなり

に女満別病院も先生お見えになられて頑張っているのですが、二次救急に関し

ては、全くそういう制度がないのです。ないのですが、実質は網走厚生病院が

二次救急病院として、いろんな病院から引き受けているんですが、そういった

制度がないために、各病院間で患者さん対応のトラブルが実際起きているんで

す。そのことは救急医療の問題になっていくので、去年から各自治体に働きか

けて、今年の８月を目途に二次救急医療体制を確立しようと、それは自治体が

前面に立って制度を作る。その中に大空町も入っていただいて、実際この共生

ビジョンの先取りの形で、今年の８月には、なんとか一次二次救急含めた医療
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体制が確立できるだろうということになってきています。これは医療機関、医

師会だけが頑張っても本当に救急医療というのは潰れていく可能性が十分あり

ますので、是非とも皆様のご協力をお願いしたいと思います。それともう一つ、

うちの病院は３０名の医師がいるのですけれども、８割が北大と旭川医大から

の派遣できております。２・３年で８割入れ替わります。大学側は、北見とか

いろんなとこから全道・全国、皆同じなのですが、医師を引き上げていくとき

に、一つの基準が、派遣のしがいのない病院からは引き上げる。行かしてもド

クター達が働き甲斐がない。働いている意味はない。自分の力が伸びないよう

な病院を外していくのです。そのためにも働き甲斐のある病院にするというの

は、院長の責任なのですが、来た方が住み甲斐があるまちですね、まさにこの

書いてある言葉どおりにこの網走市が、派遣してドクター達に魅力あるまちに

なっていくことが、今も一人二人５年１０年と長く勤めてきているドクターが

いるんです。そういう形で定着していくドクターが、一人でも二人でも増えて

いくことが、またこの地域の医療の充実さに繋がって行くと思いますので、そ

ういうことも含めて、この会が有意義なものになりますようお願いしたいと思

います。 

 

【座 長】今の観点本当に重要なことで、私も斜里町に住んでいるのですが、

斜里の国保病院の問題がずっともう命に係わる町民の問題ですので、こういっ

たビジョンの中に厚く入れていただければなと思いますので、是非今後ご意見

お願いいたします。 

 

【委 員】大空町に関しては、病床ベッドを持っているのは、１病院だけです。

診療所がありますが、この二つの機関だけが診療体制になっています。救急体

制に関しては、今、先生がおっしゃられたように、大空町は、医師会は美幌医

師会に所属しておりますが、救急体制に関しては、こちらの網走の方に入れさ

せてもらって、協議会に参加しておりますし、またいろいろと網走の方に近い

ものですから、患者さん自体も網走に直接、救急で行ってしまうという状況に

なっております。また二次救急に関しましても大変お世話になっております。

そこのところは、先生のご努力の結果、うまく受け入れていただいております

ので、すべてお任せしている次第です。 

 

【座 長】ありがとうございます。 

やっぱり協力体制が整ってくるというのは良いことなのですけれども。どっか

にやっぱり負担が、加重負担になってくる部分がないように、やはりこういっ

たビジョンの中できちんと役割の分担だとか、そういったことをもう一回再整

理するという必要があろうと思います。 
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【委 員】私の方は社会福祉協議会という立場からなのですけれども、取り組

みの体系で行きますと、福祉サービスの向上の、福祉サービス広域化事業とい

うことになろうかと思いますけど、大空町、網走市の方で協定を結んだこの項

目の中での連携、協力を出来ることは無いかと。限られることになるわけです

から、これで行けば、社協に関しては、協定書の中の６ページ福祉サービスの

向上のアのところの福祉サービスの向上、従事者の人材育成のための講習会だ

とか研修会を開催することに限られてくるわけですけれども、今、社協でやっ

ている事業の関係から言いますと、正直申し上げまして、福祉の関係で連携し

ていった方が良いと思われるものは、実はあまり思いつかないというのが正直

なところでなんですよね。ヘルパー事業とかやっていますけれども、中々他の

まちと共同で連携・協力してやるような性質のものではありませんし、困って

いるのですけれども。ただ、この中に入れると適切かどうかとなりますとわか

らないのですが、この福祉サービス従事者の人材育成と、直接的には関係ない

かも知れないのですけれども、福祉サービスの定義の中にボランティア側も入

るとすれば、小さなことになりますけれども、例えば高齢者ですとか障がい者

といったような方が、網走市と大空町両方にまたがって移動したいとか、旅行

したいという時に、恐らく広域的に支援する必要が生じてくるのかなと。 

そういう時に、今までだと例えば網走に声がかかれば空港まで迎えに行って網

走まで同行するとか、そういったことになるのですけれども。もしボランティ

アが連携できれば、途中までは大空町までのボランティアにお願いして、例え

ばバスに乗るなりして、網走に来ればそこから網走で受けるというようなこと

も可能なのかなと。この連携してやる事業の中に入れるにはあまりにも小さい

ものなのかも知れませんけれども、そういうことが出来れば、ボランティアの

支援を受けたい方が、連続して間断なく移動サービスを受けられるでしょうし、

ボランティアをする側も途中から引き継いで出来るということで、そういう情

報の共有だとか、連携だとかっていうことが出来れば良いのかなと、気がちょ

っとしまして。そのくらいしか福祉の協定書に入っている中で考えれば、今の

ところ思いつかない状況でございます。 

 

【委 員】私、社会教育委員からですけれども、我々は教育委員会の諮問機関

で活動している訳であります。ただし、教育を旨としたまちづくり、そこの発

想が基点になっている訳でして、教育は人づくり、人づくりはまちづくりとい

うような中でそれぞれの企画立案をしながら、まちづくりの一翼を担っている

訳でございますけれども、いかんせん組織はたくさんございますが、その間の

まちづくりの連携が出来ない実態でもあるわけです。こういうことから考えま

すと、やはりこういう定住圏の皆さんの多種家業の中から、いろんな知恵をい
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ただきながら、我々の事業展開していくものをどうまちづくりに反映させてい

けるのか、この辺りを模索しながら、改めてこの機会に、諮問機関じゃないの

だぞと、実践で動くようにするにはどうするのだと、いうような方向にさせた

いものだと考えております。さらにもう一点は、やはり先程国から補助金が、

網走が４千万、大空町が１千万というようなことでありましたけれども、これ

をどのように事業に展開していくのか。あるいは住民にどうやってこの定住圏

の PR をしていくのか。この辺りをソフト面からでも早いうちにお伝えしていた

だければ幸いだなと、このように思っております。 

 

【委 員】常日頃、札幌ドーム辺りで４万人以上の観客を集めますよね。網走

の人口が約４万人ということで、そういう一つのキャパに入る人口で、自治が

成り立っている。こう不思議というか、感傷的になっているのですけれども、

まさにいろんなことが実際に起こってきたんだなということで思っております。

今回この事業の将来像が出ておりますけども、やはり経済の縮小がこういうこ

とになってきているのだなと思っております。ですから、課題は一次産業の方々

と地域で付加価値をどう高めて行くかということにあるのかなと思っておりま

す。それと先程質問の中で出来なかったものですから、後で時間があれば一点

だけ質問させてもらって、これ５年の計画ということなのですけども、５年後

をどう見据えているのかということを、もし時間があれば、教えて頂きたいと

思います。 

以上です。 

 

【委 員】平成１８年に町村合併してから、丁度５年経過するのですけれども、

まさにこのタイミングで今年の３月３１日に女満別商工と東藻琴商工会が合併

をいたしました。そして大空町商工会という形でスタートしたばかりというこ

とで、現在１８５名の会員で、組織率７２％という実態でございます。商工会

の中身ですけれども、非常に、当町だけではないのですけれど、補助金の削減

とか、過疎化とか、高齢化社会とか、購買力の低下だとか、後継者不足とか、

いろいろな問題が山積しております。合併した中で一つ一つ解決して行こうと

我々も頑張っているのですけれども、ただ一つの流れとして、私ども斜網地域

の広域連携を結んで、そこで活動をしております。斜里、清里、小清水、大空

という形の４町の中で活動していまして、定期的に会議を開いて、現状と課題

について情報交換しているという状況にあります。網走商工会議所さんとは組

織も違うものですから、ほとんど今の段階では、接点がないという状況にあり

ます。今後のことを考えた中では、やはり連携するということであれば、私ど

も商工会のスタッフもぎりぎりですし、それほど余裕もありませんので、具体

的にテーマを絞った中で取り組むということが必要なのではないかなというふ
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うに私個人的には思っています。ただこの５年間の中で、地元産ブランド商品

の開発、販路拡大とかいろいろやっていますので、探るべき方向は見えてきて

いるのですが、これから網走市さんといろいろ協定しながらやっていくことは

可能だというふうに私は考えております。それと商工会に直接関係はないので

すけれども、短期滞在型のお試しくらしの、網走市の方から頂いた資料なので

すが、実は当社のマンションを網走市に建てて、２年前ですか、当時田口課長

がこられて何とか協力してくれということで、数室用意してくれと。数ヵ月程

度のことで、網走市の不動産会社と提携して用意しております。こんな形もす

でに連携が始まっているということも言えるのではないかと思いますし、当町

でもそんな数は多くはないのですけど短期滞在型の官の物件、民の物件をいく

つかご用意できる状況でございますので、こういうことも含めて出来る方法は

いくつかあるというふうに考えております。 

以上です。 

 

【委 員】うちの組合４１名の組合員がいるのですが、そのうち大空町に所属

しているのが１３名おります。そういった事で、網走市と大空町とまたがって

の漁協ということで、その辺の交流はさせていただいておりますけれども、更

に連携を深めていくことを考えると、大空町の方で道の駅でいろいろしじみラ

ーメンとか、しじみ醤油だとかシラウオ祭りだとか、そういったものが、非常

に精力的にまちの方を挙げてアピールしていただいております。網走市の方も、

道の駅の会場で湖感謝祭だとか夕市ですね。それから能取の方では、さんご草

まつりといった事で、青年部等主体となってPRをしているところでございます。

各々確実に地元産品の PR を行っているのですけれども、こういう宣伝事業とい

うのは、非常に大事なことだと思っております。付加価値を高めるという部分

ですね。思っているんですけれども、イベントが非常に多くなると、いろいろ

人の問題やら金の問題やら、そういった部分で非常に提供しなければならない

部分というのも多く出てくるものですから、何とかこの辺の産地 PR を市と町で

連携しながら、効率的なこの商品宣伝というのが図られないのかなと、ちょっ

と期待しているところでございます。 

以上です。 

 

【委 員】観光を産業と捉えた場合に、網走の場合、大空町さんもそうなので

しょうけれど、先程から話のあった農業と漁業と並ぶ基幹産業の一つとして位

置付けられてきているという状況にあります。ただ、ここ数年、景気の低迷も

あるのでしょうけれど、落ち込みが激しく、歯止めがかからない状況になって

います。それに加えて３月に起きた東日本大震災で、放射能汚染。この問題は

まさに、これまで経験したことの無いような大きな問題として今のしかかって
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います。よく最近新聞テレビ等で、外国人が全く来なくなったという話があり

ますけれども、まさにその通りで、３月の中旬から５月にかけて、全くゼロの

状態が続いています。最近やっと少し台湾あたりが少しずつ回復してきたのは

事実です。ところがそれ以上に国内客が今大変なのですね。こちらの方に来る

道外のお客さんは、ほとんど半数以上が、関東東京のお客さんなのですね。そ

れが今のそれぞれの方が住んでいるところに余震が続いたと、さらに自粛ムー

ドが広がったと、そうなったこともあって、関東東京のお客さんの足が止まっ

てきているのですね。止まってきているのですけれども実は完全に止まったわ

けではなくて、これは西の方に行っている、特に九州。それは何故かというと、

北海道と東京羽田を結ぶ飛行機が、福島の上空を飛ぶのですね。福島原発の上

を従来でしたら通っていたのですね。これが今経路を変えて、内陸を通るコー

スと太平洋に出るコースと往復で完全に分けているのですね。東京の人の話を

聞きますと、やはり福島の上を飛んで北に行くというのは、抵抗があるのです

ね。こういうことで北海道が敬遠されていると。これ何時まで続くのかわから

ないですよね。やっぱり福島原発が収束しなければ、この状況は回復しないだ

ろうと言われています。それと併せて、網走市と大空町は、空港の関係がござ

います。特に女満別空港も最近利用者数がどんどん実は減ってきて、一時は１

１０万人あったのが、今７０万人を切るような状況になってきている。それと

併せて国際チャーター便も、去年で１往復だけになってしまったという状況が

ありますから、ここに協定書にあります広域観光、女満別空港を核とした海外

も国内のお客さんも呼ぶ努力を続けて行かなければ、地域の観光資源はこれか

らも続かないだろうというふうに思っています。 

 

【委 員】観光の今の実態については、全くそのとおりですね。私ども空港を

持つ、窓口を持っているまちとして、空港利用者が激減しているということの

中で、非常に厳しい環境にあります。私たち観光協会という組織は、４月の水

芭蕉から始まりまして、５月湖水開きをやって、７月、８月には、地元の方の

キャンプ場とか納涼花火大会、それとまた西網走漁組さんのご協力を得まして、

しじみの遊漁料というようなことをやっております。それが大きな活動財源に

なっている訳ですけれども、そして９月、１０月とヒマワリ朝日展望台という

ことで、従来の女満別地区の観光は、その他に冬にはワカサギ釣りということ

で、どちらかというと網走湖を機軸にした観光の流れをしております。震災の

あった３月１１日以来、観光客が、ワカサギ釣りの方も激減したというか、釧

路だとか旭川から来る人も止まりまして、ちょうど３月１５日には、２０日位

までやるのですけれども、そのような震災の極端に影響を受けた感じを持って

おります。その他の活動としまして、現在、メルヘンピットの観光案内所を昨

年６月３０日にオープンして、そこで大空町ということで東藻琴地区も、芝桜
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公園とか網走市、知床にわたる観光案内を情報発信基地としての職員を配置し

て、現在に至っております。ただこのような定住自立圏ということで、よく定

住、定住と役場の方は使うのですけれども、定住者をサポートしようとか使う

のですけれども、本来、観光というものが地元の産業に根付いたものをやって

行かないと、最終的に来る方は良い時期に来て、帰るということで、中々風光

明媚な大空町にしても、それから網走市にしても中々観光客を、取り込むこと

が難しいという課題があると思います。例えばそういう意味では、先程、委員

が言いました産業と言う意味で、言われたように、この自立するという意味が、

いろんな多岐にわたると思いますけれど、産業をいかに育成して、地元のもの

を使ったものを札幌圏でも、東京圏でも売って行くのだというようなものを、

やはり最終的には地域に付加価値を高めていくような活動が出来るのではない

かなというふうに思いますので、地域が生きていかなくてはならないという現

状があります。三陸のいろいろな惨状を見ると、漁業者が産業をどうやって生

活していくために、どうしていくのだということを言われていて、やはりこれ

からは北海道が一番考えていかなくてはならないと。そういう農業、漁業含め

て、第一次産業と第二次産業、そして第三次産業の六次産業をですね。六次産

業ということでよく講習などに行って言われるのですけれど、具体的に、出来

ることからやはりやっていくような活動が大事でないかなというふうに。その

上に立って、観光のイベントとかそういう活動を進めていくことで考えている

ところでございます。 

以上です。 

 

【委 員】私も立場上、この会の方に参加するかどうか悩んだのですが、何し

ろ小さい観光協会でございますので、人材にも限りがございまして、ほとんど

いろんな協議会に出席しておりまして、中々参加できません。それで私も今後

において変わる可能性もございます。それでどなたでも良いということでもい

けませんし、こういった会議には、やはりある程度議論をして、その議論の中

から良いものを見つけ出していくというのが、建前でございますので、中々人

選に苦慮しておりまして、ご迷惑をおかけしておりました。東藻琴の観光協会

といたしましては、観光といいましても大変幅が広くて括りにくいのですけれ

ども、やはり広域観光の一環として参画をさせていただきたいというのが、基

本にございます。皆様方がおっしゃったとおり、観光客の激減はしております

けれども、この暇な時期に１０年後の、カッコよいことを言うわけではござい

ませんが、基本的なことを考えて、網走市あるいは、女満別の観光協会とも連

携しながら、新しい観光を考えてみてはどうかなというふうに考えております。

また、網走市、そして３町、美幌、大空、津別さんとの広域観光のほかに、網

走市、そして大空町、そして小清水町、弟子屈町との道道網走川湯線を結んだ
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広域観光の事業もやっておりますので、今そういった方面に向けて一つの観光

資源として、今後どういったものができるかといったことが課題として、今後

また取り組みいただければと、このように思っております。 

以上です。 

 

【委 員】私は公共交通の立場として発言させていただきたいと思います。協

定に基づき具体的な取り組みとして、生活路線バスの維持・確保ということで

挙げていただいております。大変感謝申し上げたいと思います。ご存知の通り

現在のバス事業も非常に厳しい状況にございまして、平成１２年貸切バスの需

給調整規制の撤廃、それから、平成１４年の乗合事業の需給調整規制の撤廃と

いうことで、基本的に参入、撤退が自由になったということで、貸切事業者が

どんどん新規参入してきて、運賃のダンピングによりまして、それまで都市間

交通や貸切バス事業で支えてきた地方交通が、維持できなくなってきたという

ことで、どんどん路線が廃止になってきているという形でございます。補助金

をいただいているというふうに、皆さん１００％いただいていると思っている

かも知れませんけれども、補助要綱の中に一日１５人以上の乗車人員、あるい

は３人以上との補助要綱がありまして、その中で、乗車率は、５人未満の路線

につきましては、「いた」とみなすという補助要綱でございますので、仮に一便

あたり３．５人といたしますと、小数点以下切捨てということで、３人分の補

助金しか出てこない。２人については、事業者負担か若しくは自治体の皆さん

に、補填をしていただいているということでございまして、中々今地方の財政

もゆるくないということで、そういう路線については、どんどん廃止になって

いく。一時は路線バスで全国を旅行できたが、路線が寸断されてそうならない

ということになっております。こういうふうにいろんな問題点がたくさん挙げ

られておりますけれども、根底にあるのは、人口の減少だと思うのですね。少

子高齢化、高齢化社会といっても過言でないのかなと思いますけれども、そこ

を自治体が真剣になって少子化対策、人口の流出の対策、この両面をですね。

人材育成の場においてでも、やっぱり優秀な人材は、都会都会へと流れて行っ

てしまうということもありますので、やっぱり商店街を含め、地域の活性化を

どんどん進めていただかないと。こういう問題も、やっぱりどんどん先細りに

なっていくのかなというふうに感じます。やっぱり地域、企業も含めて子育て

支援をしっかりして、地域の人口が減らないようにする。そして活性化をどん

どん高めていって、豊かな地域に育てていく。それを一つの市、それからどん

どん幅を広げてやっていくというのが、この先に結びつけていく課題なんじゃ

ないのかなというふうに思っています。この懇談会の発足が、補助金を貰うた

めの立ち上げだということになれば、本末転倒だと思いますし、こういった補

助金を利用して、いかに地域が肩を組んで乗り越えていくかということを、先
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の議論として、やっていただければなというふうに思っております。 

以上であります。 

 

【委 員】現状は、今言われました網走バスさんと同じように、うちもバス会

社なもんですから、そのような状態であるということです。当社に関しまして

は、大空町の東藻琴を拠点としまして、一路線だけ定期バス、乗合バスを運行

させていただいておりますけれど、やはり利用客の減少に伴って、どうしても

採算性が合わないと。かと言って止めるわけには行かないと。当然、東藻琴地

区より網走の方の高校に通うお子さんの通学の足として、利用されている部分

がありますので、どうしてもそこを走らせざるを得ないと。ただやはり企業努

力によって、運行系統等の経費を削減しているのではありますけれども、どう

しても企業だけでは、それを賄いきれないと。まして観光バスも主体としてや

っていますが、この状況で行けば、観光バスも中々採算性が合わないと。企業

の中で赤字を補填するのは難しいという形の現状であります。 

当社は、貸切バス、乗合バスのほかに東藻琴地区のスクールバスの運行もさ

せていただいているのですが、時間帯等のバッテングで、どうしてもうまく折

り合いがつかないと。どうしても朝が忙しく、昼間が空くと、夕方午後からバ

ッテングして、また、どうしても同じ台数が何台もいると。中々難しい現状で

ありますので、そういうことでいろいろと皆様のお力添え等ありまして、何か

良い方法があれば、利便性も良く、採算性も良いような運行という形を執って

いけるのかなという現状でございます。 

以上です。 

 

【委 員】公募で応募しました、会社エーポイントと申しまして、デザイン会

社と写真撮影とかをやっておりまして、会社といっても社員一人で従業員うち

の嫁さんになりますが、二人でやっています。元々自然が好きでこちらに３４

歳の時に来たのですが、今年で２５年近くなります。それで仕事柄いろいろな

ところに行ったりとか、全国今、鹿児島まで仕事で行ったりとか趣味で行った

りしていますが、それで逆にこの地域のことが、よく見えているのかなと思っ

て、今回公募した訳ですが、定住自立ということが、ちょっと飲み込めなくて、

今日、初めて来てこういうことなのかなと。元々北海道自体が、東京から離れ

た地域、地方になりまして、よく僕たちの昔言われたことに自転車のスポーク

を例えて、例えばリムの中心のところが、東京であるならば、タイヤのスチー

ルの淵が地方であると。中央から情報を発すれば一つの情報は、地方にリムを

通じて全部に行くのだけれども、地方から情報を発しても中央を通さないと、

いろいろなところに情報は行かないと。そういうことで、例えば川にしても農

業も全てのことが、今情報の無いとこは、実際はあることが無いというような
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形っていうのがあります。僕ら情報の関係の仕事をやっていてつくづく思うの

ですが、やはりいろんな良いことをやっても、情報を発信しないと、観光であ

れば、観光客に通じないと。そして集客できないとか、そういうことを思う訳

ですが。この場をお借りしてやっぱり情報の発信ということが、先程委員が言

われた、情報を発信することによって皆さん知らないことが、気がついてとい

うことがあると思うのですが、そんなことを今日お伺いしたこと、日頃感じて

いることです。情報の発信ということが重要じゃないかなとに感じました。 

 

【委 員】大空町から一般公募枠ということで参加させていただきます。うち

の本業は、自動車の整備工場をやっていまして、個人的には商工会の青年部の

方に参加させていただいております。今日、先生方の皆さんの現状の話を聞い

て、なるほどなぁと、改めて再認識させていただきました。それでこの定住自

立圏、言葉的には難しいのですけれど、僕が感じるのは、人なのかなという気

がします。戻ってくる人、出て行く人、住んでいる人、いろんなアプローチが

あるのかなと思うんですけれども、僕は商工会の青年部ということで、中にい

る人間として、どう地域に根ざして活動して行けるのかなって部分を、仲間達

と話したりしております。この場で言うのが適切かどうかわかりませんが、結

局情報が入ってこえさえすれば、理解できる部分多々ありますので、行政の方々

に言っている訳ではないですけれども、いろんな話し合いで、去年青年部の方

でも町役場の職員の方に参加していただいたりして、随分話が通るようになっ

た経緯もありまして、行政の方ともっとこう砕けた、ぶっちゃけた話で情報を

いろいろいただければ、それを僕ら活用して、自分達の地域活動をしていける

のかなと感じていたりします。この皆さんの中で、僕が参加して良いのかなと

ちょっと思いますが、僕で力になれることであれば、住民として、各団体さん

に所属していない格好で、公募ということで、無責任かも知れませんが、自由

な発言させていただけたらと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

【副座長】副座長ということで、ご指名いただきまして恐縮いたしております

けれども、田中座長さんの非常に素晴らしいお声を汚すことの無いように、足

を引っ張らないように協力出来たらななんて考えております。私も社会教育委

員の会から、推薦を受けて出席しております。ただ、私個人的にも網走で生ま

れ育って、もう半世紀を過ぎております。また、企業人としても、もう網走に

戻って仕事をするようになって、４０年も過ぎているということで、まだ幸い

メンバーの方、大体お顔と名前が一致する方が、ほとんどだということで、意

を強くしておりますけれども、いろんな業界や団体、また会社の関係の方、特

に管内、斜網地区を中心とした商圏に、６０年印刷業を営んでおる関係で、皆

さんといろんな問題についても、お話することもございます。何れにしてもい
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ろんな会議でお話を聞きますと、網走も平成３７年の人口推計では、３万人と

いうようなことが出てございます。私どもが一番胸を張っていた頃は、公称網

走は５万人といった時代がございました。そして私どもも、恐らく商売をやっ

ている師弟は、ほとんど当時大学を卒業して東京の方に残っても、かなり就職

は引く手あまたでございました。そんな中で、いやこっちに来た方が楽しく出

来るぞということもありまして、せっかく北海道の片田舎で起業した企業を、

二代三代続けたいこともあって、戻って参りました。私も子供４人おりますけ

れど、現在、網走市内には一人も残っておりませんし、この後、こちらでとい

うことになろうか、非常に難しいのかなと考えております。また、先程の素案

に目を通しましても、非常に１０年ほど前のデータと比べた中で、いろんな数

字の落ち込みがとにかく大きいということで、こういう定住自立圏のことを機

会に、また、その辺にも十分意を置きながら将来を見据えて行きたいなと考え

ております。 

 

【事務局】大空町社会福祉協議会では、現在、地域福祉実践計画の策定作業中

であり、近日中に理事会へ提案する予定となっています。 

この度の、定住自立圏共生ビジョンとの関連で、今後どのような方向になる

か、若干不安があります。 

地域福祉の分野について考えますと、網走市と大空町は隣接する自治体では

ありますが、基本的な部分で大きな隔たりもあります。 

以前から、保育所の広域入所や子育て支援センターの広域利用が実施され、

人材育成の分野においても、網走市社会福祉協議会が実施していますサービス

介助士の講座に対する案内もいただいております。この度を契機に、福祉サー

ビスに関する分野での連携を考えていきたい。 

障がい者に関することについては、ＮＰＯ法人夢の樹オホーツクの事業所が

大空町で開設され、若干の利用者はありますが、多くは美幌町の授産施設など

での就労者が多いというのが現状です。 

以上です。 

 

【座 長】どうもありがとうございました。ちょっと私の進行の不手際で時間

がだいぶ予定の時間過ぎて、若干過ぎつつあるということなのですけれども、

今日は全般に辞令交付とか自己紹介とかあり、時間だいぶとってしまいました

けれども、次回は保守的な議論、ご意見、これを中心に進めて行きたいと思い

ますので、今日皆さん各委員から現状並びに課題や様々なご意見ございました

。これらをご自分の考えだけではなく、それぞれ皆さんのご意見を頭の中で整

理して、噛み締めながら、次回どういった提案が。やっぱり私は総合的に皆さ

んの話を伺っていると繋がっているのだと。全く一見関係ないような分野でも
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、やっぱり繋がっているのだと。このビジョンというのは、それを繋がってい

るものを道筋として見えるような形で表すというのが、この目的なのだろうと

思いますので、是非そのようなビジョンが出来るように。中には医療という人

の命ですから、緊急の課題なんかもあります。そういったものも踏まえたうえ

で、次の会議では議論を深めて更にいきたいと思っております。私も意見を言

わなきゃならないと思ったのですけれども、次の回にまわしますので、次の回

には私の時間もとっていただきたいと思います。 

各委員の皆さん大変ありがとうございました。 

 

５５５５（（（（４４４４））））スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール及及及及びびびび懇談会懇談会懇談会懇談会のののの進進進進めめめめ方方方方についてについてについてについて    

 

【座 長】それでは、先に進みますけれども、議事４番目の今後のスケジュー

ル及び懇談会の進め方にこれについて、事務局から説明願います。 

 

【事務局】スケジュールについて、ご説明いたします。 

お配りしています資料５「共生ビジョン策定までのスケジュール」をご覧く

ださい。 

懇談会の開催は、今回を含めて３回を予定しています。 

次回の２回目は、２週間後の６月２１日に、同じ会場で開催いたします。 

２回目からは、素案の中身について、具体的な協議をしていただきたいと考

えております。圏域の将来像や、本日はお示しできませんでしたが、具体的取

組と個別事業について、ご意見をいただきたいというふうに思います。 

皆さんからいただいたご意見やご質問について、その場で回答できないもの

は、一旦持ち帰って、担当課あるいは両市町間で協議・検討して、３回目の懇

談会で回答するというような形で進めさせていただきたいと考えています。 

３回目は、７月１９日に開催します。 

３回目は、２回目でいただきましたご意見に対する両市町の考え方などにつ

いて、さらにご意見をいただき、全体意見として取りまとめてまいりたいと考

えています。 

懇談会の全体意見をもとに、両市町で協議・検討を行い、７月中に共生ビジ

ョン案を策定いたしまして、８月に１ヵ月間、圏域住民のご意見を幅広く聴取

するため、ホームページなどを利用して、共生ビジョン案によるパブリックコ

メントを実施する予定でございます。 

さらに、パブリックコメントでいただいたご意見をもとに、必要があれば修

正を加え、最終的には、９月末までに共生ビジョンを策定してまいりたいと考

えています。 

以上が、今年度、共生ビジョンを策定するまでのスケジュールでございます。 
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次に、懇談会の進め方についてですけれども、基本的には本日と同様の形で、

委員の皆さん全員でご協議いただく、全体会議の形で進めてまいりたいと考え

ていますので、よろしくお願いいたします。 

また、懇談会で使用する資料につきましては、会議の開催案内に同封して、

事前送付するように考えております。できるだけ１週間前位には郵送するよう

に心がけておりますけれども、資料作成の進捗状況によっては、多少遅れるこ

ともありますので、ご了承いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

 

【座 長】如何でしょうか。今後の進め方等含めて、何かご質問等があれば、

なんなりとご質問いただければと思います。無ければ、これまで全体を通して

の委員の皆さんからご意見・ご質問がおありになれば、今日は残念ながら、時

間が本当に足りなくて、委員の皆さんには本当に申し訳ないという気がして一

杯なのですけれども、次回は議論を深めて行けるような形で進めて行きたいと

思います。もし必要があれば、そのテーマによっては、数グループで分かれて

やるみたいなことも、絶対的に必要になってくれば、それは考えなくてはいけ

ないというふうには思っております。やはり情報って非常に重要だと各委員の

皆さんおっしゃっていますけど、情報の行政側からの発信だけではなくして、

双方で情報の対照性というのが大事になので、歪になっているんじゃないかな

と、どこのまちでも。だから委員側からも、きちっとした情報が行政の方に発

信されなければ、きちんとしたビジョンは出来ないと思っていますので、この

場は遠慮なく、ご意見どんどん出していただけるような雰囲気の場にしていた

だく、ちょっと硬い雰囲気がありますけど、もうちょっとこう柔らかい、何で

も言えるような感じで次回はやって行きたいと思いますのでお願いします。全

体を通してよろしいでしょうか。私の方からお願いは、今日各委員の皆様から

意見が出ました、これをもう一回整理をしながら、次の回では、本当に３回し

かない、あと２回しかないっていうのは、限られ過ぎているのではないかと思

いますけど、是非実のあるようにするためには、もう一回お考えを深めていっ

て、再びお会いしたいと思います。なければ次の第６の議案ですけれど、その

他でございますが、委員の方から特にこのことは言っておきたいみたいなこと

があれば。ありません？それでは事務局から何かございますか。 

 

閉会閉会閉会閉会    

 

【座 長】くどいようですけど、回数が少ないものですから、充実した議論を

進めたいということもありますので、もし、今日の懇談会で何かこう申し述べ

たいことがありましたら、事務局の方にメールでも結構ですし、次の回はこう
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いうふうにしろというような要望でもよろしいですし、事務局の方で受けてい

ただきたいと思うのですね。それで答えると、それじゃないと、血の通ったよ

うな感じがしませんので、事務局大変だと思いますけど、そのようにしていた

だきたいと。そして委員の皆さんは、申したいことがあればメールでも、文書

でも、FAX でも何でも構いませんので、是非その点もよろしくお願いいたしま

す。それでは、他になければ、全てこれで今日の議事の予定は全て終わります。

本当に遅くまでお疲れのところ、大変ご苦労様でございました。また次回もよ

ろしくお願いいたします。本日はありがとうございます。 


